
Production︓オリジナル「いきもの教材」
2018 教育施設で活⽤できるHands-on教材の作製
専⾨性を活かし
・農業を学ぶ⾼校⽣の視点を取り⼊れる
⼩学校の学習項⽬に沿い
・科学的な⾒⽅・考え⽅の基礎が学べる
以上をベースとしたHands-on教材の作製を実施する。
いきもの教材の⼀例

やさいのおなか どうぶつのうんち こんにゃくスライム

Workshop︓いきもの教材を活⽤したワークショップ
2019 Minds-on教材を活⽤したワークショップの実施
達成感・持続感を持たせるため
・教材への理解と興味関⼼の持続
ファシリテーターを導⼊した
・インタープリテーションを実践する
以上をベースとしたMinds-onのワークショップを実施する。
ワークショップの⼀例

静岡科学館 ⾷育フェスタ 学校放課後児童クラブ
Activities︓教材の作製とワークショップの展開
2020 ⽣活･暮らしに⾝近な農業を知るLive-on教材の作製
静岡科学館「サイエンス⽟⼿箱」への参加
・農業は科学につながっている
・農業の学びのおもしろさ
・⾝近な農業の存在を知ってもらう
⇒ 農業を知る機会と⾝近な農業を体感する機会の提供
Live-on教材の⼀例

いねdeストラップ にんげんメジャー お弁当箱、なに⼊れる
静岡科学館「あつまれ︕ふしぎひろば︕」へのWeb参加
・リモートの特性を活かす
・学校飼養動物の紹介
・家畜･家禽の特徴を伝える
⇒ 農業を知る機会と⾝近な家畜･家禽を知ってもらう機会の提供
ライブ配信の様⼦

スライドによるクイズ 学校飼養動物の活⽤ iPadによるリモート

information︓2030年、⾷卓から野菜が消える。
2017 農業クラブ プロジェクト活動「いきものがかり」始動
⽇本農業が抱える課題
・農業従事者の平均年齢71.6歳
・国産野菜の⾼騰化 ⇒
・世界的な⾷糧不⾜
農業を学ぶ私たちだからこそ「できること」
農業の学びを活かした教材づくりとワークショップを展開
⇒ たくさんの⼈の⼼に「農業への興味･関⼼のタネを蒔きたい︕」
学校農業クラブ活動
プロジェクトチーム「いきものがかり」として研究活動を開始

いきものがかりde みんなの農業⾼校
〜 sow agriculture, reap innovation 〜

⽣活･暮らしに⾝近な農業
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Activities︓2030年のあるべき姿に向けて
NPO法⼈いきものがかりdeみんなの農業⾼校

すべての⼈々に質の⾼い教育を提供し⽣涯学習の機会を促進する
持続可能な農業の推進への⼀助として、農業の学びを活かした教育
活動を実践していく。
・静岡科学館
・静岡市内の学校放課後児童クラブ
・教育関連施設等（博物館、動物園、⾷育イベントなど）
天然資源の持続可能な管理及び効率的な利⽤を達成する
穀類「六条⼤⻨」を栽培し活⽤していく中で、⻨ストローの作製と
⾃家製⻨茶づくりを実践していく。

陸上⽣態系の保護、回復および持続可能な利⽤の推進を図る
いきもの教材を活⽤したワークショップを展開することで、陸のエ
コシステムの保全について取り組む。

有東⽊地区のワサビ⽥⽣物調査を通し⽇本農業遺産を守り伝承する
⻨ストローのワークショップから海洋プラスチック問題に取り組む
⾏政･企業･教育関連施設等と連携し地域社会発展に寄与する
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Cultivaite:六条⼤⻨の栽培
⾃分たちが栽培・収穫・加⼯した教材を作成したい
⇒昨年度から「六条⼤⻨」の栽培に挑戦

Discovery:NPO法⼈「複合⼒」の指導
清⽔区のNPO法⼈｢複合⼒｣から栽培指導をいた
だく中で⻨の⻨稈をストローに加⼯できる
⇒教材化を⽬指す
⻨わらストローの製作をしていく中で
静岡県が抱える海洋プラスチックごみ問題に
ついて知る︕

Problem:静岡県海洋プラスチック問題
平成30年に県内の海岸で回収したごみの量…約1,600トン
静岡県
海洋プラスチックごみ防⽌６R運動
・リユース ・リデゥース ・リサイクル
・リターン ・リカバー ・リフゥーズ
｢いきものがかり｣
⻨わらストローを題材とした教材に取り組む
⇒プラスチックのこと、環境のこと、農業のことを考える‟きっかけ“を

提供したい
Problem Solving:農業×教育＝農育
教育活動団体農育プロダクション「いきものがかり」
・農業が持つ科学性
・農業の知識･技術
・⾷の奥深さ
・命の⼤切さ
・農業が育む⽂化

農業への興味関⼼を⾼める教育活動実践
「SDGsAction︕」を意識した持続可能な地域社会発展を⽬指す

農業がどんな状況にあって、私たちにどんなことができるのか
農業の学びを活かした教育活動の実践

⇒・オリジナル教材の「いきもの教材」の作成
・教材を活⽤した教育関連施設でのワークショップを展開

SHIZUOKA STRAW PROJECT
「Shizuoka.strawFarm」
・⻨わらストローの製品化「warawara」
・ワークショップやその収益を海洋プラスチック
ごみ防⽌運動に寄付する仕組みづくり
warawara-Long(15~18㎝） ￥100/dozen
warawara-Short(13~15㎝） ￥100/dozen
⇒海洋プラスチックごみ防⽌に関するイベント、

ご家庭向けの⼩売り販売
warawara-Mix(Long&Short)   ¥2,000/250本⼊り
⇒市内の飲⾷向け、雑貨店向けに販売予定
※栽培から加⼯までのトレーサビリティと⾷品衛⽣法に準じた分析
結果を表⽰

輸⼊制限による野菜不⾜に陥る
⾷卓から野菜が消える


